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書評
石田浩著『わがまま研究者の中国奮戦記一
改革・開放下の中国レポート』
（晃洋書房， 1994年6月）
? ?
睦 子
1. はじめに
「社会主義中国には， 乞食も泥棒もいない」。こんな話が結構本気で語られた時期もあ
る。「そんなこと嘘だろ」と考える人もいたが， 中国は余りに厚<, 竹のカーテンに閉ざ
されていた。
1972年9月29日「日中共同声明」により， 日本と中華人民共和国の国交が開かれた。こ
れ以来， 日本と中華人民共和国との間では，貿易，航空，海運，漁業をはじめ多くの分野
で協定が結ばれた。だが中国ではこの時期， 1966年に始まる「文化大革命」は終焉してお
らず，竹のカーテンの向こう側では，国外の中国察観者の予想を遥に越える激動が続いて
いた。当時中国を訪れた賓客達で，この激震を正確に感受した人はどれほどいただろう。
1978年12月，第11期3中全会において，「対外開放政策」が打ち出され， ドラマティッ
クなファンファーレと共に，竹のカーテンが押し開かれた。その後の「改革・開放」によ
る経済発展は世界の耳目を集め，眠れる獅子の目覚めを，世界が実感した。そして今日で
は，急激な経済発展が卒む社会問題の所在，政治・経済体制の変化に伴う社会変動に関す
る情報も，我々の耳に届くようになった。
いま各種のメディア，中国観察者，研究者等々による中国情報が溢れ，書店の本棚には
政治学，経済学を始めとする専門書，多様な書き手による様々な中国関係書籍が並べられ
ている。 しかし書棚を眺めて今ひとつ物足りないのは，「中国社会で， 普通の人々はどん
な風に生きているのだろう」といった， 中国社会の実態に触れるものが少ないことであ
る。特に日本人研究者によるそれは少ない。日本の中国研究者の多くは，その専門研究に
忙しく，難しい事象をかみ砕き，優しい表現で伝えるのは得意ではないようだ。しかし，
獅子は目覚め， 日中の交流が重要性を増す現在，広汎な人々の中国理解を助ける仕事もま
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た重要性を増している。経験を積んだ，中国の専門家が蛸壷から這いだして，この要請に
答えることが求められている。こうした時代の要請にたいする著者の答えが，本書だとい
えば，少し過大評価だろうか。
著者は， 早くも1972年には初訪中を果たし，「改革・開放」による路線転換後は，毎年
訪中し，かれこれ2哨こにわたって中国社会を観察してきたとある。短期・長期の留学，交
換教員フ゜ログラム，そして毎年の中国農村での調査研究活動など， この間訪中は2蹄韮打を
数え，多くの農村社会研究の書をまとめている。
開放政策以後といえども，外国人による，自由な現地調査の実現はまだまだ難しい。だ
が著者は，「調査なくして，発言なし」（毛沢東の言葉）を実践するように，中国農村での
現地調査を実施してきた日本では数少ないパイオニアの一人だといえる。評者は1987年以
来数度にわたって，著者と共同調査をおこなったが，「老百姓」（普通の庶民）の人々と親
しく交わり，彼らの暮らしをトータルに把握しようという著者の姿勢には，学ぶところ大
であった。 こうした調査の積み重ねが，「過去十数年間の中国社会の変化を過不足なく語
れる」という著者の自信ともなり，本書執筆の動機ともなったのではなかろうか。
2. 脱関係学の悪戦苦闘
本書は，著者が，関西大学学術交流校の遼寧大学に派遣された， 199笙p8月から11月ま
での3カ月間の体験記録の体裁をとっている。
まず，本書の章別構成をみてみよう。
はしがき
遼寧大学での研究生活（その一）
ー 福建への調査の旅に出る
ー遼寧大学での研究活動の開始
四 黒河・ハルビン・長春への調査の旅にでる
五 山東省姻台・威海経済開発区への調査旅行
六遼寧大学での研究生活（その二）
七延辺朝鮮族自治小Hへの調査旅行図肥江開発の視察
八遼寧大学とのわかれ
九帰国前の上海でのリハビリ
あとがき
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「あとがき」によれば，今回の中国滞在は，自己の年齢と体調を考え，無理な農村調査
はせず，中国東北部経済開発の実態見聞と，資料収集，研究者との交流を目的としたとあ
る。しかし添付されている行動日程表（見開き）には， この3カ月で訪れた都市は 24箇
所， しかも北は中口国境のプラゴベシチェンスク市から，南は福建省の平渾県にまで及ぶ
と記載されている。旺盛な研究意欲と行動力には些かの陰リもない。そして今滞在中の課
題は，①現在の「改革・開放」下の中国経済の実態を認識すること，R人間関係を通じ
てしかスムースに機能しなかった過去の社会システムが，「改革・開放」下でどのように
合理的に機能するようになったのか，の二点を銀察することとある (p.172)。
ところが遼寧大学に着いてみるや， 自称「金儲けとは無縁の交換研究者」である著者
は，受入れ大学から放ったらかしにされ，その結果， 日常生活の全てを一つひとつ自分で
行動し，解決しなければならない事態に直面することになった (pp.172-173)。中国世界
では，人間関係の有無が全てに優先する。 "Opensesame"と言う前に，強力なコネを見
つければ，開かずの扉もスルスル開くのが中国である。にも拘わらず，この事態解決に，
著者は，「郷に入りては，郷に従う」という常識の採用を拒否する。中国基層社会の「改
革・開放」度を計るべく， リスクを覚悟で，著者言うところの「個人主義社会に機能的に
働く合理的システム」の存在を確認しようと試みたのだ。 しかし案のじょうと言うべき
か，彼のはかない期待は無残に打ち砕かれ，腹の虫は納まらず，頭から湯気をあげる事態
に度々見舞われる事になった。著者は，悪戦苦闘のあれこれを，家族や友人・大学に手紙
の形で書き送り，鬱潰を晴らし，ストレスを解消したという。本書はこれが下敷きになっ
ている。
評者の感想は一言 "GetCool''。
以下読者の反応と， 著者の反論を， 評者の独断と偏見によってシュミレートしてみよ
う。
中国人の学生（多少むっとして），
「先生，合理的システムも結構ですが，中国には中国のやり方があります。それを
無視して，システムが動かないといっても， それは無茶。「改革・開放」が基層社会
にまで浸透するのは，多少の時間が必要です。その結果が，西洋合理主義である必然
もないと，僕は考えています」。
著者，
「「改革・開放」の将来展望は何だ。経済至上主義の次に， 何が見える。経済発展
の独走で，政治も社会も足を掬われかけている。この現実を中国はもう少し深刻に受
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け止めるべきだ。君達には耳の痛いことかも知れないが， 中国の現実をつたえるの
が，中国研究20年の僕の誠意なのだ。そう間違ったこと言ってない」。
日本人の学生，
「リスクを覚悟で，正攻法でやられたにしては，多少冷静さに欠けるような気もし
ます。しかしさすが中国通だけあって，情報収集，対処方法に抜かりはないですね。
何だかんだおっしゃりながら，結構要求貫徹してはりますよ。僕まだ中国行ってない
けど，大変な国らしいから，迷うな」。
著者，
「僕は正直だから，見たまま，聞いたまま，感じたままをレボートしたので，悪意
はない。事態解決のため，僕が試みている対処は，中国生活のハウツーを教える有益
な情報だぞ。初めて中国に行く人は，事前に本書を読んで行けば，ソフトランディン・
グ出来る。この本を良く読んで，とにかく一逼中国に行くことだ。病み付きになるか
もしれん，僕みたいに」。
評者，
「「わがまま研究者」の奮闘はとてもリアルで臨場感溢れているけど， 大事なメッ
セージがいささかボンヤリしたみたい。しっかり伝えておいたほうがいいですよ」。
著者，
「そうだね。僕の言いたいことは以下のように要約できるだろう」。
「日本の26倍の面積と10倍の人口を持つ大国が，現在発生，増加しつつある社会矛
盾をいかに解決していくのか。「西ヨーロッパ市民社会のごとく市民の権利意識を高
め，民主主義を発展させることで解決するのか，それともアジア国家の特徴である強
権的政治体制を維持して抑えこんでいくのか。読者には，この点に注意を払い，今後
とも中国社会に関心を持ち続けて下さるようお願いしたい。それは日本の将来とも大
きく関係しているからである」（はじめに）。中国が今後いかなるシナリオを選択する
にしても，これは独り中国の問題ではなく， 日本の将来にも深く関わることである。
中国の経済発展は，「改革・開放」による諸外国との関係強化の結果であり， それ故
中国は国際世論を無視して，更なる発展を得られない。こうした現実を踏まえ，我々
が中国に関心をもち，その認識を深め，時には「王様は裸だ」と発言することが，中
国に住む「老百姓」の営みにいささかでも役立つのだ」。
以上の著者のメッセージが，読者に届くことを，評者も切に希望する。
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3. I Hear China Singing. 
本書の英文タイトルは， WaltWhitman (1819-92)の "IHear America Singing" 
に倣ってつけられたとある。 Whitmanが聞いた19世紀アメリカの歌は，職工，大工，石
工，船頭，靴屋，帽子屋，木こり，農夫，母親や娘それぞれが，自分の世界を，喜びに満
ちた歌を歌っている。しかし翻って， 20世紀末，著者が聞く中国の歌は，「全民経商」（国
民みんなが商売をする），「車匪路覇」（車や列車を停めて強盗を働いたり， 道路を勝手に
遮断して通交料を請求したりすること）など，あまり楽しくない音色も混じっている。著
者の嘆く「拝金主義」の歌を聞いてみよう。
「全民経商」（国民みんなが商売をする）
1992年春節（旧正月），最高実力者那小平は上海や深州・広州を見学して「改革・開放」
の加速化を促した。その結果，中国経済は年率2桁の経済成長を示し続け，外国投資も急
増した。 21世紀には世界の経済大国だと予想する研究者も少なくない。
しかし著者が中国で体験したのは，「拝金主義」（全民経商）の風潮が社会の隅々まで吹
き荒れ， ビジネス界だけでなく，学術界にまでおよんでいる現状である（はしがき）。
かって文革の時代，知識人は「9番目の鼻摘みもの」といわれた。建前上労働者・農民
を主人とする国にあって，青白きインテリは軽視された。そして，経済発展に急な中国で
は，またもや教育・研究は二流市民と見なされている。今や，教育に対する国家の投資は
年々減少し，大学は，学費の有料化，工場や賓館（ホテル）の経営等による自己財源の確
保に努めなければならなくなった。著者が派遣された遼寧大学でも，大学外事処は旅行業
に精をだし， 海外からの語学研修生の受入れに余念がないとある。学費の有料化につい
て， 遼寧大学では， 3割の学生が自費で受入れられており， その4年間の学費・寮費は
約1万元に上っている。著者は，「これだけの学費を収めることができる階層がうまれて
いるのは驚きではあるが，金儲けの手段として自費学生を増やしたが，その結果，大学の
教育水準が低下しているのは大きな問題だ」と指摘する (p.19-20)。大学教育の水準の
低下は， 教師の地位の低さによっても加速される。著者が厘門で出会った20オ位の小姐
は， 4つ星ホテルの服務員であるが， 彼女の給料は400-50的亡。これは大学教授と同じ
か．それよりも少し多いという (p.25)。余りに低い評価と給料， 研究条件の悪さに (p.
56), 教師や研究者が． ビジネスに走る現象は今や珍しいことではない。中国の研究者の
受難の時代は，著者のような日本人研究者にとっても，適切な交流環境が整わないという
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問題をつきつけている。
「車匪路覇」（道路を勝手に遮断して通交料を請求したりすること）
著者が学術討論会参加のため，観光地の鳳凰山に行った時のエピソード (pp.8-9)。著
者は， 討論会の休止の時間を利用して鳳凰山に上った。途中の見晴らし台で写真を撮る
と，「一枚五角」で三枚撮ったので「一元五角」を払えと要求された。果して著者が支払
ったかは明らかにされていないが，著者はこれを「解放前の蓋金（国内の通交貨物に対し
て交通の要所で徴収する通行税）と全く同じである」と記している。また福建では，村の
老人が赤旗をもって通交する車を止め，通行料を徴収している場面に出会う (p.37)。著
者の乗った車も通行料を要求されるが，「運転手は外国人が乗っていると言ったため支払
わずに通ってしまった。その結果，領収書を手に入れることができなかった」と，領収書
等の収集マニアの著者は，この時ばかりはちょっびり残念そうである。
老百姓も経済発展に乗り遅れまいとあれこれと知恵を働かす。タクシーの運転手も (p.
20), 列車の車掌もそれぞれに (pp.88-89)。鳳凰山で撮影料を要求した女性も，「最観保
護費」とでも印刷した切符を用意しておけば，著者を納得させたかもしれない。
またしかし，中国の歌には，暖かな友情の歌も歌われている。
厘門大学では，著者の部屋を確保し，協力を申し出る，時間をかけて育てた友人たちと
の交流がある。
またここでは遼寧大学で得られなかった，研究交流もある。ある台湾独立に批判的立場
をとる台湾研究所の若手研究者との議論にふれて，著者は「中国の台湾研究者はたとえ鋭
い理論と豊かな感性を持っていたとしても，その理論的枠組みが国家の規定的枠組みから
逸脱できず，残念ながらその理論には限界がある」 (p.24)と批判する。しかし，著者の
ような人が，歯に衣を着せず，議論を仕掛け，討論を重ねることが，彼らの友情に対する
何よりの返礼だろう。そして，こうした人々との交流をどうぞ仕掛けて下さいと，著者に
お願いしておこう。
福建省晋江市街口村は，著者が1987年以来調査に取り組んでいる地域である。ついでな
がら，ここは評者が，著者と共同研究を行った地城でもあり，登場する人々，地域全てが
懐かしい。ある時は年に2回の調査を行ったこともある。調査時には，村人の住宅に宿泊
し，その家族と同じ釜の飯を食べ，付き合いを深めてきた。本書に登場するシ・シュンミ
ン氏 (p.29に初出）は， こうした長い付き合いのなかで， 著者の研究に深い理解を示し
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てくれる一人である。今回は，著者の福清市龍田鎮の施氏一族を訪問したいという希望を
聞いて，その手配，案内を引き受けている (pp.33-34)。バス路線が発達しているとはい
ぇ，中国で移動することは大変な労力をともなう。シュンミン氏は，労苦をいとわず，著
者の懐具合を心配して，移動を人民バスにするといった， 配慮まで見せる。「金儲けとは
無縁の研究者」に寄せるこうした配慮は，中国の老百姓の心意気だろう。
中国での，著者のあれこれの不愉快な経験，体験も現実なら，著者に示される中国の人
々の変わらぬ厚意も確かなものとして，読者は本書を読まれたい。
以上
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